
うとする目的によって種々さまざまである。

表-2 国鉄列車設定本数 (昭和 39・ 10 ・ 1 現在)

列車種別 |設定本数 i 列車種別 |設定本数

I ~ I 特急 1 凶 lfj 引 9 E ー 「汁急車引日
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1 車 !?Et二 :517l E29
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混合列車 188 I 総 計 24 ， 875

旅 | 計 2, 735 11 単 行 機関 車 列車 1，日7

超特急 I 28 g 総 合 計 26 ， 412

骨|特急 I 48 11 

客|唱 I __~_ _~~.c.... ' _-:.. 11_一一←一一一一一一一一ー一一
i 急 72 ; 新幹線超特急 28

ぷ i-F1 -i I291 - ,, i 急; 一一-17
列 | 列|普通 8， 463 I[ 小 十 60
1 I ".r.î ←ら瓦一.-一←一一一瓦 l 特 急「一一一寸τ石5 

車訂1 車 |一一亙亙:竺一J竺空7三一一-一也l 普 急 幻
I I 小計 i 9， 66ω8 '1 準 急 l 6切78
一丁五一 i亙i\ 1-.-'3詑2 普 通 I 1児6， 1悶0ω 5 

気一普 一 急 l 一一一 112 il 荷 物 | 旧

|川動 |川準 急"". 1 5伊ω l 旦 一 1竺手 1 _ 1三主竺
|車| 普 通 I 5, 894 11 計 1 19， 1口13
! 列 | 荷物 6

同旦ニ竺iつゐ i
i 小計 6， 998 11 

|一合 一計一 1 - 19, 401 1 

列車本数の表現の場合辰も注立を要するのは，片道本数か一七

り 下 りの合計本数か と Lづ区別で， 通常: iìiに列車本数という場

合には上下合計の本数を表わすので，片道列車本数の場合は必

関ーl 列車設定本数の推移
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れ っ しゃむせ

ずその旨を明示しなければならない。列車本数の表現の中に区

間別列車本数というのがあるが，これは線区のう ちのある 2 駅

間に運転している列車の本数を示している。この表現は列車の

数を線区の l 断面でとらえるもので，線路容最の表現として用

いられるほか，その線区の輸送量 ・ 輸送力等の判断に も用い ら

れ，きわめてT重要なものである。

図ー2 列車設定キロの推移
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国鉄の主要線区における区間別列車本数の代表例をあげると，

表 l のと お りである。もちろん列車の輸送力は， その編成車両

数 ・ 車両定員等によって差があるので， 直接的に輸送力を表現

していない点には留意する必要がある。

昭和 39 ・ 10 ・ l 現在における国鉄全体の列車本数(綴時列車を

除く)は， 表 2 に示すとおりで，旅客列車 1 万 9， 401 本， 貨物

列車 5， 129 本，特殊列車 ・ 単行機関車列車を含む合計では 2 万

6 ， 412 本である。なお列車設定本数の推移は図 1，列車設定キ

ロの推移は図ー2 のとおりである。 (二平 蜂)

れ っ し ゃ むせん 列車無銀 (英) train radio 

l 列車無線の方式

列車無線は無線方式から分類すると，空間波を利用する空間

波方式， 通信線 ・ 電力線等と車両7γテナとの問の電滋および

静電誘導結合を利用する I!ìlJ無歯車方式に大別される。

現在実用されている東海道新幹線列車無線や常磐線の列車無

線は空間波方式であり ，近鉄の列車電話は誘導無線方式である。

一方，列車無線を使用周波数帯から分類すると誘導無線方式

は 100-400kc 程度であ り， 空間波無線方式では， 150mc 帯な

らびに 400mc 帯が主として使用されている。また使用目的に

より分頬すると ， 運転保安用， 公衆通信用に大別され，その通

話方式としては通常受信機だけが動作しており ， 送話したL 、と

きに押しボタ γを押して送信機を動作させ， 同時に自局の受信

機を停止させて通話するプレストー夕方式と通常の電話の方式

と 同様に送話と受話が同時に行なえる同時送受路方式とがある。
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